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お
問
い
合
わ
せ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
答
え
し
ま
す
。

　﹁
地
域
情
報
コ
ー
ナ
ー
﹂
は
、
各
地
域
の

施
設
の
催
し
や
各
種
教
室
な
ど
の
日
程
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。﹁
ふ
れ
あ
い
広
場
﹂
に

は
、
子
ど
も
た
ち
の
県
大
会
優
勝
ま
た
は

東
北
大
会
出
場
以
上
の
成
績
や
、
成
人
の

全
国
レ
ベ
ル
の
表
彰
を
﹁
栄
光
﹂
と
し
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
﹁
市
民
伝
言
板
﹂

に
は
、
主
に
公
共
施
設
で
開
催
す
る
グ
ル

ー
ブ
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
行
事
や
お

知
ら
せ
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
営
利
目
的
や
こ
れ
に
類
す
る
も
の
、

発
行
日
か
ら
三
日
以
内
の
行
事
は
掲
載
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
掲
載

依
頼
件
数
が
増
え
て
お
り
、
紙
面
の
都
合

上
、
要
点
を
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
場
合
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

 

︿
広
報
課
﹀

森林環境の保全などに配慮した紙を使用しています。 



  
お
知
ら
せ
し
ま
す
！ 

  
農
地
の
賃
借
料
情
報 

 

　
改
正
農
地
法
の
施
行
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
標
準
小
作
料
が
廃
止

さ
れ
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
農
業
委

員
会
が
「
農
地
の
実
勢
価
格
」
を

公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
中
に
締
結
、
公

告
さ
れ
た
十
　
あ
た
り
の
実
勢
価

格
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
農

地
の
賃
貸
借
契
約
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

農
業
委
員
会
　
　
―
６
２
５
９ 

３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２０１０ 

□
”あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
“ 

　
新
農
村
生
活
創
造
サ
ポ
ー
ト
事
業 

　
市
で
は
、
農
山
村
地
域
の
維
持
・
活
性

化
を
促
進
す
る
た
め
、
地
場
農
産
物
加
工

品
の
新
規
開
発
・
製
造
・
販
売
や
、
都
市

農
村
交
流
事
業
に
取
り
組
む
農
林
漁
家
・

団
体
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。 

▽
応
募
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

今
後
二
年
以
上
に
わ
た
り
実
施
を
計
画
し

て
い
る
個
人
・
団
体 

①
農
家
民
宿
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営

者
、
ま
た
は
新
し
く
経
営
を
行
う
方
　
②

加
工
品
の
出
荷
販
売
を
目
的
に
取
り
組
む

農
林
漁
家
・
団
体
　
③
新
規
に
特
産
品
開

発
に
取
り
組
む
農
林
漁
家
・
団
体 

▽
公
募
期
間
　
４
月
15
日（
木
）〜
５
月
30

日（
月
） 

 

□
農
業
経
営
緊
急
安
定
対
策
事
業 

　
市
で
は
、
新
規
も
し
く
は
規
模
拡
大
を

行
う
販
売
農
家
を
支
援
し
ま
す
。 

①
対
象
品
目
な
ど
　
▽
新
た
に
、
も
し
く

は
規
模
拡
大
を
行
い
、
か
つ
出
荷
を
目
的

と
す
る
野
菜
・
花
き
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

（
五
十
坪
以
上
）▽
繁
殖
用
雌
牛
、肉
用
鶏

な
ど
の
素
ヒ
ナ
、
草
地
整
備
、
マ
ニ
ュ
ア

ス
プ
レ
ッ
ダ
ー 

②
助
成
率
　
４
／
12
　 

③
対
象
　
農
業
法
人
、
認
定 

　
農
業
者
、
認
定
就
農
者
、 

　
集
落
営
農
組
織
、
農
作
業 

　
受
託
集
団
、
販
売
農
家 

　
募
集
期
間
　
４
月
15
日（
木
） 

　
〜
30
日（
金
） 

 

□
地
域
資
源
調
査
の
モ
デ
ル
集
落
、

　
今
年
も
公
募
し
ま
す 

　
市
内
の
各
地
域
が
有
す
る
豊
か
な
自
然

や
文
化
な
ど
、
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
集
落
を
支

援
す
る
た
め
、
市
で
は
地
域
資
源
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
支
援
を
希
望
す
る
集
落
は

ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

※
昨
年
度
調
査
を
実
施
し
た
集
落
は
、
引
き
続

き
調
査
し
ま
す
の
で
応
募
は
不
要
で
す
。 

▽
調
査
対
象
　
集
落
自
治
会
や
町
内
会 

▽
調
査
方
法
　
国
際
教
養
大
学
が
幹
事
と

な
り
、
学
生
が
現
地
調
査
や
聞
き
取
り
な

ど
を
実
施 

▽
公
募
期
間
　
４
月
15
日（
木
）〜
５
月
10

日
（
月
） 

２４ 

地
域
の
農
業
を
さ
ら
に
元
気
に
！！

農
業
経
営
支
援
事
業 

な 
  

ど 

農
業
振
興
課 

問
い
合
わ
せ
先 

農地の賃貸借情報 （円／a） 

10,000 
7,646 
7,000 
6,645 
10,000 
7,000 
12,400 
6,658 
1,000

24,000 
22,500 
15,000 
21,551 
17,700 
21,000 
21,000 
20,000 
20,000

15,220 
12,853 
12,232 
14,642 
12,972 
14,812 
17,013 
9,774 
8,529

385 
185 
82 
318 
138 
254 
78 
29 
173

本 荘  

矢 島  

岩 城  

由 利  

大 内  

東 由 利  

西 目  

鳥 海  

全 体  

水 田  

畑 

データ数 農地の別・地域名 平均額 最高額 最低額 

お
届
け
し
ま
す

お
届
け
し
ま
す  

春
を
告
げ
る
情
報

春
を
告
げ
る
情
報 
お
届
け
し
ま
す  

春
を
告
げ
る
情
報 

平
成
二
十
二
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
入
学
、
進
学
、
就
職
と
、
新
し
い
環
境
に 

胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
南
の
方
か
ら
は
花
の
便
り
も
聞
か
れ
、 

市
の
花
・
さ
く
ら
が
春
爛
漫
と
咲
き
誇
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
今
号
で
は
〃
春
を
告
げ
る
情
報
　
と
題
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。 

み
ん
な
で
協
力
し
合
い
、
こ
の
一
年
を
力
強
く
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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本年度から市の一部助成でワクチン接種を開始 請
求
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
20
日
こ
ろ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す 

子宮頸がん予防ワクチン 
けい 

こ
れ
に
感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど

の
人
は
免
疫
機
能
が
働
き
、
一

年
以
内
に
消
失
し
ま
す
が
、
一

部
の
人
に
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
潜
伏
し
、

感
染
し
て
５
〜
10
年
後
に
子
宮

頸
が
ん
を
発
生
し
ま
す
。 

　
国
が
昨
年
十
月
に
予
防
ワ
ク

チ
ン
を
承
認
し
た
こ
と
か
ら
、

任
意
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
に
は
多
く

の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
予
防

ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
が
ん
全
体
の

約
七
割
の
原
因
で
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

16
型
と
18
型
の
２
つ
の
タ
イ
プ

の
感
染
予
防
を
目
的
と
し
て
抗

体
を
つ
く
ら
せ
る
ワ
ク
チ
ン
で

す
。
こ
れ
を
接
種
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
の
子
宮
頸
が
ん
の

発
生
を
約
70
％
減
少
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。 

  

罹
患
率
ピ
ー
ク
は
　
歳 

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
は
20
歳
前
後
が

最
も
多
く
、
こ
れ
に
伴
い
、
子

宮
頸
が
ん
の
罹
患
率
の
ピ
ー
ク

は
35
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
子
宮

頸
が
ん
の
予
防
効
果
は
、
年
齢

別
の
平
均
で
30
〜
70
％
で
す
。

予
防
効
果
の
持
続
年
数
は
20
年

間
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

ワ
ク
チ
ン
の
最
も
予
防
効
果
が

高
い
の
は
「
性
交
渉
未
経
験

者
」
で
す
。
性
交
渉
経
験
者
に

つ
い
て
は
予
防
効
果
は
低
下
し

ま
す
が
、
そ
の
後
の
感
染
を
防

ぎ
、
子
宮
頸
が
ん
の
リ
ス
ク
を

減
ら
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
歳
〜
　
歳
の
女
性
が 

  

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
に 

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
は
、

接
種
の
日
に
本
市
に
住
所
を
有

し
、
平
成
23
年
３
月
31
日
時
点 

の
年
齢
が
「
10
歳
以
上
45
歳
以

下
の
女
性
」
で
す
。
（
た
だ
し
、 

10
歳
は
、
初
回
接
種
日
に
そ
の

年
齢
に
達
し
て
い
る
こ
と
） 

  

接
種
は
半
年
間
に
３
回
、 

  

同
じ
医
療
機
関
で 

　
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
三
回
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
長
期
に
わ
た

り
体
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
二
回
の
接
種
で
は
十
分
な

抗
体
が
で
き
な
い
た
め
、
半
年

間
に
三
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。 

①
初
回
は
定
め
た
期
日
に 

②
２
回
目
は
初
回
の
１
カ
月
後 

③
３
回
目
は
初
回
の
６
カ
月
後 

　
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
す
で
に

今
感
染
し
て
い
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
排

除
し
た
り
子
宮
頸
部
の
前
が
ん

病
変
や
が
ん
細
胞
を
治
し
た
り

す
る
効
果
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
接
種
後
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
を
防

ぐ
も
の
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
て
い
て
も
子
宮
頸
が
ん
の

発
症
を
す
べ
て
予
防
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

　 

歳
以
上
の
方
は
検
診
を 

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
て
か
ら
、

子
宮
頸
が
ん
に
な
る
ま
で
に
は

５
〜
10
年
か
か
り
ま
す
。 

　
子
宮
頸
が
ん
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
だ
け
で
は
な
く
、
定
期
的

に
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
て

が
ん
病
変
に
な
る
前
に
見
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
20
歳
に

な
っ
た
ら
、
ま
ず
検
診
を
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
も
、
定
期
的
に

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。  

  

接
種
料
金
と
助
成
額
は 

▽
接
種
料
金
　
１
万
５
千
円
前

　
後
×
３
回
分（
医
療
機
関
に
よ

　
っ
て
料
金
は
異
な
り
ま
す
） 

▽
市
の
助
成
額
　
１
回
に
つ
き

　
５
千
円
×
３
回
分 

▽
自
己
負
担
額
　
接
種
料
金
か

　
ら
市
の
助
成
額
を
差
し
引
い

　
た
金
額 

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
医

療
機
関（
別
表
）に
直
接
電
話
で

予
約
を
し
、
自
己
負
担
金
を
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。 

   
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
は 

  

５
月
１
日
〜
６
月
　
日
に

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

希
望
す
る
方
は
、
五
月
一
日
か

ら
六
月
末
日
ま
で
に
医
療
機
関

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
接

種
は
三
回
と
も
同
じ
医
療
機
関

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
高
校
生
以
下
で
、
保
護
者
が

同
伴
し
な
い
場
合
は
同
意
書
が

必
要
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
関
す
る
資
料
を
ご
希
望
の
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
女
性
の
命
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
妊
娠
や
出
産

の
可
能
性
ま
で
奪
っ
て
し
ま
う
、
生
活
や
人
生
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
病
気
で
す
が
、
他
の
が
ん
と
は
違
っ
て
原
因
が
解
明
さ
れ
て
お

り
、
予
防
が
可
能
な
病
気
で
す
。 

　
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）の
感
染
が
原
因
で
す
。
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
の

み
で
感
染
し
、
性
交
渉
経
験
の
あ
る
女
性
の
約
80
％
が
一
度
は
感
染

す
る
と
さ
れ
る
、
あ
り
ふ
れ
た
病
原
体
で
す
。 

女
性
の
約
80
％
が
感
染
、
国
が
予
防
ワ
ク
チ
ン
承
認 

　｢
子
ど
も
手
当｣

は
、
次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な 

育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
制
度
で
す
。
本
年
度
の
制
度
の
概
要 

と
請
求
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

子
ど
も
手
当
ス
タ
ー
ト 

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り 

ま
す
。
勤
務
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ワクチンを接種できる医療機関 

３０ 

３５ 

問
い
合
わ
せ
先 

　   

健
康
管
理
課 

　
　
　
―
１
８
３
４ 

２２ 

お
嬢
さ
ん
に
は
ワ
ク
チ
ン
、あ
な
た
は
検
診
の
受
診
を 

２０ 

！ 

伊藤内科医院 
猪股医院 
奥山内科医院 
中央線診療所 
本荘整形外科 
作左部医院  
さけみ小児科クリニック
佐々木産婦人科医院  
さとうハートクリニック 
しぶやこまちクリニック
清水泌尿器科内科医院  
菅原病院 
鈴木小児科  
松ヶ崎診療所 
内藤クリニック 
吉尾クリニック 
わかまつ内科クリニック
由利組合総合病院 
佐藤病院  
本荘第一病院 
きくち医院 
風平診療所 
佐々木医院 
国立病院機構あきた病院 
いとう内科医院 
伊藤医院（伊藤伸一） 
渡邊医院  
小松医院（小松良竹） 
大井医院  
木村医院  
佐藤医院  
加賀医院  
鳥海診療所 

24－2616 
22－4800 
22－5031 
27－2301 
28－0288 
22－0314 
28－5101 
22－2358 
23－8600 
24－0030 
22－3100 
22－1604 
44－8282 
28－2040 
22－1808 
24－4103 
22－7521 
27－1200 
22－6555 
22－0111 
32－1077 
73－3333 
72－2100 
73－2002 
62－1050 
67－2321 
53－3611 
69－2531 
56－2871 
56－2005 
56－2065 
57－3456 
57－2003 

医院・病院 電話番号 

４５ 

１０ 

4510 2510 25

100

70

50

30

予
防
効
果

予
防
効
果（
％
） 

100

70

50

30

予
防
効
果（
％
） 

年齢（歳） 

HPV16／18未感染 

HPV16／18感染 

平均的なライン 

一般女性 
（キャッチアップ） 

学童女子 
（性交未経験） 

（有病者も含む） 

（3回接種施行が前提） 

子宮頸がん全体における予防効果 

春を告げる 
   情報 

 

「
子
ど
も
手
当
」
制
度
と
は
？  

　
０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
、
子
ど
も
１

人
に
つ
き
、
本
年
度
は
国
が
月
額
一
万
三

千
円
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
六
月
、
十

月
、
来
年
二
月
に
、
前
月
分
ま
で
の
四
カ

月
分
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

「
子
ど
も
手
当
」
を
受
給
す
る
に
は
？ 

　
子
ど
も
の
年
齢
や
児
童
手
当
の
受
給
状

況
に
応
じ
、
請
求
手
続
き
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の

よ
う
に
区
分
さ
れ
ま
す
。 

①
中
学
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
を
養
育
し

　
て
い
る
方
　
▼
　
請
求
手
続
き
が
必
要 

②
中
学
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
は
い
な
い

　
が
、
所
得
制
限
オ
ー
バ
ー
な
ど
の
理
由

　
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方 

　
　
　
　
　
　
▼
　
請
求
手
続
き
が
必
要 

③
中
学
２
・
３
年
生
の
子
ど
も
は
な
く
、

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方 

    

　
　
▽
　
請
求
手
続
き
は
必
要
な
し 

 

　 

請
求
手
続
き
の
お
知
ら
せ
を
郵
送  

　
子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
請
求

手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
、
今
月
二
十
日

こ
ろ
に
、
こ
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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平
成
二
十
二
年
度
の
年
度
初
め
に
当
た

り
、
職
員
の
皆
様
に
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
早
い
も
の
で
一
年
が
経
過
し
、
長
谷
部

市
政
と
し
て
新
し
い
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
際
し
、
私
の
考
え
方
、
そ
し
て

選
挙
公
約
実
現
の
た
め
、

組
織
機
構
や
体
制
に
つ

い
て
意
を
用
い
、
先
ほ

ど
、
こ
れ
に
基
づ
い
た

定
期
人
事
異
動
を
行
っ

て
関
係
職
員
に
辞
令
を
交
付
い
た
し
た
と

こ
ろ
で
す
。 

　
行
政
機
構
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
後

五
年
が
経
過
し
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
い

組
織
体
系
を
構
築
す
る
と
と
も
に
効
率
的

な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
部
お
よ
び
課

等
の
統
廃
合
や
課
の
新
設
な
ど
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
は
、
私

が
実
施
し
た
初
め
て
の
定
期
人
事
異
動
で

あ
り
、
適
材
適
所
を
旨
と
し
て
、
積
極
的

な
人
事
交
流
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
さ
て
、
直
江
兼
続
を
描
い
た
「
天
地
人
」

の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
元
々

の
意
味
は
、
孟
子
の
「
天
・
地
・
人
」
の

言
葉
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。 

「
天
の
時
は
、
地
の
利
に
如
か
ず
。
地
の

利
は
、
人
の
和
に
如
か
ず
」
。 

　
孟
子
の
教
え
は
、
世
の
中
は
、「
組
織
の

和
と
い
う
も
の
が
、
功
を
成
す
た
め
の
最

大
の
武
器
に
な
る
」
と
い
う
意
味
と
思
い

ま
す
。 

　
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
で
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・「
和
」
が
最
も

大
切
で
あ
り
ま
す
。 

　
市
役
所
と
い
う
組
織
に
あ
っ
て
も
、
上

司
は
部
下
の
声
に
耳
を
傾
け
、
部
下
は
上

司
に
対
し
報
告
、
連
絡
、
相
談
を
怠
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
が
情
報
を
共
有
し
つ
つ
、「
和
」

を
も
っ
て
日
々
の
仕
事
に
打
ち
込
む
こ
と
。 

　
そ
し
て
、「
市
民
が
今
、
何
を
必
要
と
し

て
い
る
の
か
」
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
そ

の
要
望
に
即
座
に
対
応
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
公
僕
と
し
て
、
新
し
い
年
度
を

迎
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
心
機

一
転
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
必
ず
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
が
、
先
般
、
全
職
員
に
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
、「
平
林
先
生
の
接
遇
マ
ナ

ー
」
で
す
。 

　
市
民
は
全
員
、
皆
さ
ん
の
接
遇
マ
ナ
ー

に
注
目
し
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
の
期
待
に
応
え
な
が
ら
、
職
員
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、
日
々
、
市
民
生
活
の

向
上
と
市
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
、
精

い
っ
ぱ
い
の
力
を
発
揮
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

　
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
必
ず
や

「
市
役
所
が
変
わ
っ
た
」「
由
利
本
荘
市
は

す
ば
ら
し
い
」
と
の
声
を
い
た
だ
け
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

　
以
上
を
職
員
の
皆
様
に
お
願
い
し
、
年

度
初
め
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

市行政機構の体制整備に伴い、課の名称、電話番号の 一部が変わりましたのでお知らせします。 
出張所などはこれまでと
変わりません



平成22年４月15日号 広報ゆりほんじょう

　

白
砂
青
松
復
活
を
目
指
し
、
海
岸

林
の
落
ち
葉
な
ど
の
除
去
作
業
を
行

い
ま
す
。（
保
険
に
加
入
し
ま
す
）

▽
と
き　

４
月
29
日
（
木
・
祝
）　

午

　

前
８
時
30
分
〜

▽
と
こ
ろ　

石
脇
田
尻
地
内
市
有
林

　
（
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
前
集
合
）

▽
持
ち
物　

軍
手
（
レ
ー
キ
、
一
輪

　

車
を
準
備
で
き
る
方
は
ご
協
力
を

　

お
願
い
し
ま
す
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
由

　

利
地
域
振
興
局
森
づ
く
り
推
進
課

　

 

（
☎
22―

２
５
１
８
）、
農
山
漁
村

　

振
興
課
（
☎
24―

６
３
５
７
）

　

１
年
を
通
じ
て
作
物
の
植
え
付
け

か
ら
収
穫
・
調
理
ま
で
の
農
業
体
験

を
実
習
し
な
が
ら
、
食
と
農
の
大
切

さ
を
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

▽
募
集
対
象
者　

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ

　

い
管
内
の
小
学
生
（
３
年
生
以
下

　

は
保
護
者
同
伴
）

▽
募
集
人
員　

50
人

▽
日
程
（
予
定
）　

５
月
15
日
㈯　

　

開
校
式
、
11
月
ま
で
計
６
回
の
農

　

業
体
験
を
行
い
ま
す

▽
年
会
費　

１
人
２
千
円
（
保
険
料
、

　

資
料
代
）、
ほ
か
に
食
費
・
体
験

　

料
と
し
て
、
１
回
あ
た
り
300
円
か

　

ら
１
千
円
程
度
の
負
担
あ
り

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

４
月

　

27
日
㈫
ま
で
、Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ

　

い
生
活
福
祉
部
生
活
課
（
☎
27―

　

１
７
２
５
）

◎
一
般
幹
部
候
補
生

▽
応
募
資
格　

22
歳
以
上
26
歳
未
満

　

の
者
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

　

で
、
同
年
３
月
大
学
卒
業
見
込
み

　

を
含
む
）

▽
試
験
日　

５
月
15
日
㈯

▽
試
験
会
場　

秋
田
大
学
（
秋
田
市
）

◎
一
般
曹
候
補
生

▽
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

の
者
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

▽
試
験
日　

５
月
22
日
㈯

▽
試
験
会
場　

鶴
舞
会
館
（
瓦
谷
地
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
５
月

　

10
日
㈪
ま
で
、
自
衛
隊
由
利
本
荘

　

地
域
事
務
所
（
☎
22―

３
４
７
９
）

▽
対
象　

大
学
・
大
学
院
・
短
大・

　

高
専
・
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）

　

に
今
春
進
学
し
た
人
、
来
春
進
学

　

を
予
定
し
て
い
る
人

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

在
学

　

す
る
学
校
の
窓
口
ま
た
は
日
本
学

　

生
支
援
機
構
奨
学
事
業
部
（
☎
０

　

５
７
０―

０
３―

７
２
４
０
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
同
機
構
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

 

（http://w
w
w
.jasso.go.jp/

）

▽
と
き　

４
月
27
日
㈫　

午
前
10
時
〜

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

方
▽
年
会
費　

３
千
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

社
団
法
人
由
利

　

本
荘
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

事
務
局
（
☎
24―

５
１
１
１
）

※

秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
秋

　

田
し
ん
せ
い
農
協
の
通
帳
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い

▽
と
き　

６
月
20
日
㈰　

午
前
９
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
商
工
会
本
所
、
矢
島

　

支
所
、
岩
谷
珠
算
教
室

▽
申
し
込
み　

４
月
22
日
㈭
〜
５
月

　

21
日
㈮
ま
で
、
商
工
会
各
支
所
窓

　

口
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
商
工
会
本
所

　

 

（
☎
23―

８
６
８
６
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
全
国
の
市

町
村
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
市
を

担
当
す
る
委
員
と
し
て
、
４
月
１
日

付
け
で
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
菊
地　

洋
さ
ん
（
再
任
）・
大
内

○
鈴
木
久
男
さ
ん
（
新
任
）・
由
利

※

同
日
付
け
で
木
嶋
昭
雄
さ
ん
（
由

　

利
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
相

　

談
室
（
☎
24―

６
２
５
１
）

　

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
」
の
写
し
と
印
鑑

を
持
参
し
て
、
税
務
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
振
興
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
対
象
者　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年

　

度
末
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、 

①

　

雇
用
保
険
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

　

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）、 

②

　

雇
用
保
険
特
定
理
由
離
職
者
（
雇

　

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）
と
し

　

て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方
が
対

　

象
と
な
り
ま
す

▽
軽
減
額　

前
年
の
所
得
な
ど
に
よ

　

り
国
保
税
を
算
定
し
ま
す
が
、
前

　

年
の
給
与
所
得
を
100
分
の
30
と
み

　

な
し
て
算
定
し
ま
す

▽
軽
減
期
間　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌

　

年
度
末
ま
で
の
期
間

※

制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内
（
平

　

成
21
年
３
月
31
日
以
降
）
に
離
職

　

さ
れ
た
方
は
、
今
年
度
に
限
り
国

　

保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
（
☎
24

　

―

６
３
０
６
）

　

高
齢
者
を
交
通
事
故
や
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
か
ら
守
る
た
め
４
月
１
日
、

由
利
本
荘
警
察
署
長
か
ら
辞
令
交
付

を
受
け
た
４
人
の
「
高
齢
者
安
全
・

安
心
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
市
内
の
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
警
察

　

署
（
☎
23―

４
１
１
１
）

松
林
健
全
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

員
を
募
集
し
ま
す

由
利
本
荘
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

「
高
齢
者
安
全
・
安
心
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
会
員
募
集

会
員
登
録
説
明
会

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
に
よ
る
離

職
を
さ
れ
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

楽
し
く
学
ぼ
う
！
食
と
農
の
大
切
さ

 

「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
」
生
徒
募
集
中

第
157
回　

珠
算
検
定
試
験

自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生
・
一
般
曹

候
補
生
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
発
令

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

Yurihonjo city public Relations.  2010

　

市
で
は
、
子
育
て
と
在
宅
介
護
の

支
援
を
目
的
に
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
次
の
世
帯
に
対
し
て
、
市
指
定
ご

み
袋
100
枚
を
支
給
し
ま
す
。

①
本
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た

　

乳
児
の
い
る
世
帯

▽
申
請
方
法　

出
生
届
の
際
に
「
指

　

定
ご
み
袋
支
給
申
請
書
」
を
市
民

　

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

　

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請

　

は
乳
児
１
人
に
つ
き
１
回
）

※

申
請
書
は
出
生
届
の
窓
口
で
お
渡

　

し
ま
す
。
市
外
で
出
生
の
手
続
き

　

を
さ
れ
た
場
合
は
、
母
子
手
帳
な

　

ど
、
出
生
を
証
明
す
る
書
類
を
持

　

参
の
う
え
、
生
活
環
境
課
へ
お
い

　

で
く
だ
さ
い
。

②
４
月
１
日
現
在
、
介
護
保
険
法
に

　

基
づ
く
要
介
護
認
定
「
４
」
ま
た

　

は
「
５
」
の
判
定
を
受
け
て
い
る

　

在
宅
要
介
護
者
が
い
る
世
帯

▽
申
請
方
法　
「
指
定
ご
み
袋
支
給

　

申
請
書
」
を
生
活
環
境
課
ま
た
は

　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
は
年
１
回
）

※

申
請
の
際
、
介
護
保
険
証
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
（
☎

　

24―

６
２
５
３
）
ま
た
は
各
総
合

　

支
所
市
民
福
祉
課

▽
と
き　

６
月
６
日
㈰　

午
前
８
時

　

40
分
〜
午
後
６
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

秋
田
マ
リ
ー
ナ
研
修
室

　

 

（
秋
田
市
飯
島
）

▽
受
講
料　

３
万
１
千
500
円

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

４
月

　

26
日
㈪
ま
で
、
本
荘
マ
リ
ー
ナ
（
☎

　

24―

５
８
６
４
）

●
桜・

菜
の
花
ま
つ
り
／
道
の
駅
「
西

　

目
」
周
辺
／
４
／
９
㈮
〜
５
／
５

　

㈬
▽
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

　

 

【
４
月
末
〜
５
月
５
日
】
菜
の
花

　

大
迷
路
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

　

 

【
５
月
３
日
】
菜
の
花
大
迷
路
ス

　

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
抽
選
会
【
５
月

　

１
日
〜
31
日
】
菜
の
花
写
真
コ
ン

　

テ
ス
ト

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
西

　

目
支
部
（
☎
33―

４
６
１
５
）

●
本
荘
さ
く
ら
ま
つ
り
／
本
荘
公
園

　

／
４
／
14
㈬
〜
25
㈰

▽
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

　

植
木
盆
栽
市
（
公
園
広
場
、
25
日

　

ま
で
）【
４
月
17
日
】
フ
リ
ー
マ
ー

　

ケ
ッ
ト
【
４
月
18
日
】
短
歌
大
会

　

 

（
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）、
さ

　

く
ら
ま
つ
り
呈
茶
会
（
本
丸
の
館
）、

　

剣
道
野
試
合
（
公
園
広
場
）【
４

　

月
23
日
】
俳
句
大
会
【
４
月
24
日
】

　

こ
ど
も
凧
揚
げ
ま
つ
り
、
こ
ど
も

　

消
防
体
験
【
４
月
25
日
】
釋
尊
降

　

誕
会
（
商
工
会
館
他
）、
猿
倉
人

　

形
芝
居
（
鶴
舞
温
泉
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
本

　

荘
支
部
（
☎
24―

６
３
４
９
）

●
黄
桜
ま
つ
り
／
八
塩
い
こ
い
の
森

　

／
４
／
24
㈯
〜
５
／
９
㈰

▽
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

　

 

【
５
月
８
日
】
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

　

会
、
湖
上
花
火
大
会
【
５
月
９
日
】

　

健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
カ
ラ
オ
ケ
交
流

　

大
会
、
野
点
茶
会
、
魚
の
つ
か
み

　

取
り
、
黄
桜
歌
謡
シ
ョ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
東

　

由
利
支
部
（
☎
69―

２
１
１
６
）

▽
と
き　

４
月
29
日
㈭
〜
５
月
９
日

　

㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

天
鷺
ワ
イ
ン
城
３
階
交

　

流
ホ
ー
ル

▽
内
容　

ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
は
じ

　

め
、
地
元
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
同
好
会

　

の
作
品
展
示
と
お
子
さ
ま
に
は
空

　

く
じ
な
し
の
く
じ
引
き
券
を
進
呈

▽
問
い
合
わ
せ
先　

㈲
天
鷺
ワ
イ
ン

　

 

（
☎
74―

２
１
０
０
）

▽
と
き　

４
月
29
日
（
木
・
祝
）　

午

　

前
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

友
水
公
園
、
せ
せ
ら
ぎ

　

パ
ー
ク

※

ご
み
袋
、
軍
手
な
ど
は
準
備
し
ま

　

す
。
当
日
は
雨
天
決
行
、
実
施
の

　

場
合
は
午
前
７
時
に
の
ろ
し
で
合

　

図
し
ま
す
。
船
主
の
皆
さ
ん
は
当

　

日
ア
ク
ア
パ
ル
前
船
着
き
場
へ
８

　

時
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

子
吉
川
市
民
会

　

議
事
務
局
（
☎
22―

５
６
１
１
）

ハーブ通り（西目）の桜と菜の花

ダム湖畔での健康マラソン

昨年の作業風景

▽
ス
タ
ン
プ
・
台
紙
設
置
場
所

　

本
荘
さ
く
ら
ま
つ
り
・
つ
つ
じ
ま

　

つ
り
＝
本
丸
体
験
学
習
施
設
「
修

　

身
館
」
／
桜
・
菜
の
花
ま
つ
り
＝

　

道
の
駅
「
に
し
め
」
物
産
館
／
黄

　

桜
ま
つ
り
＝
八
塩
い
こ
い
の
森
セ

　

ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

▽
応
募
方
法　

本
荘
つ
つ
じ
ま
つ
り

　

会
場
で
押
印
後
、
設
置
さ
れ
た
ポ

　

ス
ト
に
投
函
ま
た
は
事
務
局
へ
送

　

付
し
て
く
だ
さ
い

▽
受
付
期
間　

５
月
９
日
㈰
〜
31
日

　

㈪

第
２
級
海
上
特
殊
無
線
技
士

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
会

ご
み
の
な
い
子
吉
川
に
し
よ
う
！

 「
子
吉
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」

天
鷺
ワ
イ
ン
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
祭

 

「
子
育
て
」
と
「
在
宅
介
護
」
を
支
援

 

「
市
指
定
ご
み
袋
」
を
支
給
し
ま
す
！
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■黄桜まつり健康マラソン
　参加選手を募集
日時　５月９日㈰
場所　八塩いこいの森
種目　小学生２㌔、中学女子・壮年
　男子・親子ペア２㌔、中学・一般
参加料　中学生以下200円、高校
　生以上・親子ペア500円
締め切り　５月６日㈭
申し込み・問い合わせ先　健康マ
　ラソン実行委員会（東由利教育
　学習課内　☎69－2310）

■にしめ菜の花写真コンテスト
　作品を募集します
　ピンクと黄色のコントラストが
美しい「桜・菜の花まつり」。会
場の「道の駅にしめ」に隣接する
菜の花畑で撮影された写真を募集
します。（入賞作品には粗品を贈呈
します。その著作権は主催者に帰
属し、応募いただいた作品は返却
しません。後日、道の駅を会場に
応募作品の展示会を開催します）
応募用件  今年撮影した未発表の
　自作品で四つ切、またはＡ４サ
　イズ。
募集期間　５月１日～ 31日
（応募用紙は道の駅などにあります）
応募・問い合わせ先　市観光協会
　西目支部（西目総合支所産業課
　内　☎33－4615）

　

市
観
光
協
会
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
新
し
く
制
作
さ
れ
、

一
日
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

「
由
利
本
荘
物
語
」
の
タ
イ

ト
ル
が
目
を
引
く
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は「
見
ど
こ
ろ
」「
楽
し
む
」

 「
泊
ま
る
」
な
ど
の
項
目
が
あ

り
、
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

温
泉
、
宿
泊
施
設
、
特
産
品
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
豊
富
な
情
報
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。「
ぶ
ろ
ぐ
」

で
は
、
鳥
海
山
矢
島
口
山
開
き

な
ど
、
最
新
の
お
知
ら
せ
を
い

ち
早
く
掲
載
。
同
協
会
各
支
部

や
会
員
の
皆
さ
ん
が
多
彩
な
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
▽

http://w
w
w
.yurihonjo-kanko.jp/

①「お花見ビール列車」
　４月23、24日。１人2,873円
②「純米生酒列車」
　４月29日。１人3,000円
　※どちらも飲み放題。詳しくは、
　　由利高原鉄道まで。
　　　　　　　　（☎56－2736）

　

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中

の
４
月
８
日
、
松
ヶ
崎
保
育
園

 

（
鈴
木
憲
一
園
長
）
の
園
児
約

30
人
と
市
消
防
団
七
分
団
が
防

火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
火
の
用

心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
火
の
用
心
」し
て
く
だ
さ
い

Yurihonjo city public Relations.  2010

日時　４月25日㈰　午前10時
場所　亀田城天鷺庵茶室、惣助亭
　前（野点）、天鷺村佐々木家

会費　３席500円
問い合わせ先　桜茶会実行委員会
　（亀田城内　☎73－2500）

■鳥海高原「桃野」菜の花まつり
日時　５月22日㈯、23日㈰ 　午前
　10時～午後４時
場所　矢島町桃野（青少年旅行村レ
　ストランやまゆりと、花立牧場
　公園駐車場から循環バスが運行
　されますので、ご利用ください）
出店募集！   当日、やまゆりと花
立牧場公園駐車場で出店する方を
募集します。
出店料　テント１張り5,000円（２
　日分)　締め切り　５月７日㈮
問い合わせ先　菜の花まつり事務
　局（県立大学本荘キャンパス内
　☎27－2214　須知さん）

■公共施設休館日（４月下旬）
日新館　18日㈰
青少年ホーム　25日㈰、日曜・祝
　日の夜間（午後５時～）
　　▷教育学習課（☎56－2203）
寿康苑　18日㈰、26日㈪
            ▷寿康苑（☎56－2940）
福祉会館　25日㈰
          ▷福祉会館（☎56－2205）

■天鷺お抹茶の味を楽しむ「桜茶会」催します

■本荘勤労青少年ホーム館長杯
　バレーボール大会出場チーム募集
日時　５月16日㈰　午前８時30分
　　　開会
場所　本荘体育館
対象　市内在住・勤務・在学する
　　　方を含むチーム（高校生以
　　　下を除く）
参加費　１チーム　1,000円
申し込み・問い合わせ先　申込書
　で５月６日㈭正午まで。本荘勤
　労青少年ホーム（☎22－2077）

■アクアパルからのお知らせ
① ｢カヌー教室｣開催します
日時　４月25日㈰　午後１時
場所　子吉川（アクアパル集合）
対象　小学３年以上（小学生は保
　護者同伴）　　定員　20人
参加料　500円（保険料）
申込期限　４月23日㈮
② フィトネスジム登録講習会
日時　４月25日㈰　午前10時
場所　アクアパル
定員　25人（先着順）
年会費　一般3,150円、学生1,575円
　（ともに税込み)
③アクアパル文化振興協会会員募集
特典　協会主催事業（コンサート
　など）の入場料割り引き
年会費　個人会員1,000円、法人会
　員10,000円
申込期限　４月30日㈮
　①～③にかかる申し込み・問い
合わせ先　アクアパル（☎22－5611）

■西滝沢水辺プラザ「地域交流施設」
　オープニングイベントあります！
日程　４月17日㈮　午後１時30分
　～テープカット、竣工式など、
　午後２時30分～水辺さくらまつ
　り音楽祭（由利中吹奏楽部、ゆ
　りの音コーラス、琴線会）、午後
　４時～超神ネイガーショー、午後
　５時～須田政博一行民謡ショー
施設利用時間　午前８時30分～午
　後５時（多目的ホールなどは事
　前の予約により午後９時まで）
利用料金　多目的ホール：午前、
　午後それぞれ3,000円、夜4,500円。
　川の学習室・調理室：午前、午後
　それぞれ1,000円、夜1,500円。多
　目的広場：午前午後とも1,200円
問い合わせ先　由利総合支所振興
　課（☎53－2112）

■鳥海高原南由利原の「ミズバ
　ショウ」が見頃を迎えました！
　春の高原で最も早く咲く「ミズ
バショウ」は今月中旬～下旬が見
頃です。南由利原の約２㌶の群生
地に咲き誇るミズバショウの、涼
やかな白い姿をお楽しみください。
　なお、天候などにより開花の時
期がずれる場合もありますので、
開花状況は管理棟までお問い合わ
せください。
問い合わせ先　青少年旅行村管理
　棟（☎53－2126）

　

本
荘
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
佐
々
木
喜
悦
代
表
）
の
団

員
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
な
ど
20

人
ほ
ど
が
３
月
28
日
、
通
学
路

に
設
置
さ
れ
て
い
る
約
二
百
基

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃

本
荘
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、 

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ

い
農
業
協
同
組
合
（
阿
部
和
雄

代
表
理
事
組
合
長
）
か
ら
、
市

内
の
小
学
５
年
生
へ
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
補
助
教
材
「
農
業
と
わ
た
し

た
ち
の
く
ら
し
」
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

小
学
５
年
生
へ

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
補
助
教
材
を
寄
贈
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新着案内
《一般書》
赤ちゃんと絵本をひらいたら
　　　　　　　　　ブックスタート
池上彰の親子で新聞を読む！
　　　　　　　　　　　　池上　彰
スギハラ・ダラー　　　　手嶋龍一
キンドルの衝撃ーメディアを変えるー
　　　　　　　　　　　　石川幸憲
マイクは死んでも離さない　倉持隆夫
炎帝花山　　　　　　　　萩　耿介
まねき通り十二景　　　　山本一力
「世界遺産」の真実　　　佐滝剛弘
江戸幕府の日本地図　　　川村博忠
八ッ場ダム　　　　　　　鈴木郁子
範は歴史にあり　　　　　橋本五郎
作家と新聞記者の対話
　　　　  高村　薫・藤原　健 共著
龍馬の魂を継ぐ男岩崎弥太郎
　　　　　　　　　　　　山村竜也
日野原重明の「こころ」と「からだ」
の相談室　　　　　　　日野原重明
橋　　　　　　　　　　　橋本　治
虚ろ舟　　　　　　　　宇江佐真理
がん患者、お金との闘い
　　　　　　札幌テレビ放送取材班
もっと子どもとうまくいく！働くお
母さんの習慣術　　たけながかずこ
バカ親は私でした？！　　三宅玲子
冥談　　　　　　　　　　京極夏彦
きみ去りしのち　　　　　重松　清
神苦楽島　　　　　　　　内田康夫
寂滅の剣　　　　　　　　北方謙三
ソルハ　　　　　　　　　帚木蓬生
真昼なのに昏い部屋　　　江國香織
天地明察　　　　　　　　沖方　丁
ブラックチェンバー　　　大沢在昌
オー！ファーザー　　　伊坂幸太郎
ガモウ戦記　　　　　　　西木正明
ぼんやりの時間　　　　　辰濃和男
この世は二人組ではできあがらない
　　　　　　　　　山崎ナオコーラ
セシルのもくろみ　　　　唯川　恵
スターバト・マーテル　　篠田節子
ナニカアル　　　　　　　桐生夏生
知られざる皇室　　　　　久能　靖
Ｎのために　　　　　　　湊かなえ
ロスト・シンボル　ダン・ブラウン

インパラの朝　　　　　　中村安希
英国のバランス日本の傾斜
　　　　　　　　　　　　渡辺幸一
先人遺訓　　　　　　　野呂田芳成
舛添メモ　　　　　　　　舛添要一
動物と話せる女性ハイジ　　ハイジ
由利本荘・にかほの今昔　郷土出版社
秋田はラテンだ　　　　　清水光雄
時効廃止論　　　　毎日新聞社会部
科学捜査論文「帝銀事件」　中村正明
おとな時間のつくりかた
　　　　　　　　　　　山本ふみこ
かわいいありがとうの伝えかた
　　　　　　　　　　　ＹUZUKO
名著講義　　　　　　　　藤原正彦
タイガとココア　　　朝日新聞出版
有名建築その後　　　　日経ＢＰ社
思い出袋　　　　　　　　鶴見俊輔

《児童書》
だいたいいくつ？
　　　ブルース・ゴールドストーン
ひみつだから！
　　　　　　ジョン・バーニンガム
がんばったね、ちびくまくん
　　エマ・チチェスター・クラーク
鉄のキリンの海わたり
　　　　　　　　　　あさばみゆき
るすばんいす　　　　　　山崎優子
モンスタースクール
　　　　　　　　パット・トムソン
はじまりの日　ポール・ロジャース
ナナのたんぽぽカーニバル
　　　　　　　　　あんびるやすこ
わたり鳥の旅　　　　　重原美智子
シャボン玉同盟　　　　梨屋アリエ
ミスターカリーとまほうのスパイス
　　　　　　　　　　　ＴＳＵＫＡ
心をビンにとじこめて
　　　　オリヴァー・ジェファーズ
ポケットパズル　　すぎやまあきら
ふたりでおかいもの　いとうひろし
モテモテおばけチョコレート
　　　　　　　　　　　むかいかよ
絵でわかる「四字熟語」　たつみ都志
ふしぎてんし　　カワキタカズヒロ
おそうじ隊長　　よしながこうたく

ん
。
こ
の
二
年
間
の
学
部
運
営
で
は
、
共
通
の

目
標
を
掲
げ
、
そ
の
過
程
で
得
ら
れ
る
喜
び
を

共
有
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。
使

命
感
だ
け
で
は
実
生
活
は
成
り
立
た
な
い
よ
う

に
、
組
織
の
中
で
仕
事
を
す
る
に
は
喜
び
が
大

切
で
す
し
、
そ
れ
は
地
域
と
大
学
と
の
交
流
に

お
い
て
も
同
様
で
す
。

　

大
学
は
若
者
を
集
め
、
街
の
活
気
を
支
え
る

と
と
も
に
、
市
民
講
座
や
図
書
館
の
公
開
な
ど

を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
学
生

た
ち
は
地
域
の
方
々
の
社
会
活
動
に
積
極
的
に

参
画
し
、
地
域
文
化
の
吸
収
を
通
じ
て
、
社
会

人
と
し
て
の
自
己
形
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
成
長
す
る

大
学
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
大
学
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
き
、
わ
れ
わ
れ
と
喜
び
を
共
有

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。
大
学

の
存
在
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
企
画
し
ま
す
の
で
、
そ
の
折
り
は
ぜ

ひ
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
度　

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
運
営
体
制

シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淳
（
再
）

機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
学
科
長　
　

小
林　

淳
一

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
長　
　

佐
藤　

宗
純

建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
長　
　

松
本　

真
一

経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科
長　
　
　

郭　
　

偉
宏

キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
（
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
門　

俊
夫
（
新
）

小林淳学部長

261人の入学を市民が歓迎（４月７日）
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こ
の
春
も
、
学
部
・
大
学
院
あ
わ
せ
て
二
百

六
十
七
人
の
若
者
が
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巣
立

ち
、
ほ
ぼ
同
数
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
学
部
長
再
任
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
の
二
年
間
を
顧
み
て
、
今
後
の
方
向
性
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

開
学
か
ら
十
余
年
を
経
て
由
利
本
荘
の
街
並

み
も
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
り
ま
し
た
。
実
生
活
の

中
で
は
す
べ
て
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
わ
け
で
、
と

ど
ま
ろ
う
と
思
う
こ
と
自
体
が
間
違
い
な
の
で

す
が
、
時
の
流
れ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
十
年
間
は
皆
さ
ん
の
熱
い
期
待
を
背

負
い
な
が
ら
、
大
学
と
し
て
の
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
そ
れ
が
ほ
ぼ

達
成
さ
れ
た
今
、
地
域
と
共
に
歩
む
大
学
へ
と

大
き
く
踏
み
出
す
時
期
に
な
っ
て
い
る
と
強
く

感
じ
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、日
常
生
活
の
中
で
、

ま
た
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
大
学
と
の
交
流
を
よ
り
一
層
深
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
概
に
「
共
に
歩
む
」
と
い
っ
て
も
、
目
標

だ
け
を
示
さ
れ
て
も
万
事
う
ま
く
は
運
び
ま
せ

　市食生活改善推進協議会では、推進員を募
集します。初めて推進員になる方は、本荘保
健センターで開催する「養成講座」を受講す
る必要がありますので、各総合支所市民福祉
課または、保健センターに備え付けの様式で
お申し込みください。講座内容の詳細は、申
し込み受け付け後連絡します。

▽募集期間　～５月25日㈫

▽養成講座開催期間　６月～来年３月（約20時間）

▽問い合わせ先　本荘保健センター（☎22－1834）

　「生活機能評価」は、介護を必要とする状態にならないように、日常生活を
維持するための心身の能力が低下しているおそれのある高齢者を早期に把握す
るために行う健康診査です。
　65歳以上の方で、介護保険の要支援・要介護認定を受
けていない方を対象に実施した基本チェックリストで
「生活機能評価」の健診が必要な方には受診券を発行し
ました。該当しない方は、「生活機能評価」の必要はあ
りません。受診券を受け取られた方は集団健診や個別の
実施医療機関で「生活機能評価」を受けられるようお願
いします。
　受診方法、実施医療機関など、詳細については、個別
にお送りする通知をご覧ください。健診の結果、機能の
低下が見られる方で、医師から生活機能の向上が必要と
判定された方には、介護予防などの事業への参加を勧め
ていきます。

▽問い合わせ先　長寿支援課内　地域包括支援センター（☎24－6324）

〈高額医療・高額介護合算療養費制度〉
　世帯内の国民健康保険被保険者の方全員が、１年間（毎年８月～翌年７月末）
に支払われた医療保険と介護保険の自己負担額を合計し、基準額を超えた場合に、
その超えた金額を支給します。
●支給基準額
　（70～74歳の方）
　①高齢受給者証の負担割合が「３割」となっている場合　　　　　67万円
　②①・③・④以外の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62万円
　③世帯員全員が市民税非課税　　　　　　　　　　　　　　　　　31万円
　④③のうち世帯員全員の所得が一定以下の場合
　　　　　　　　　　（年金収入80万円以下など）　　　　　　　　19万円
　（70歳未満の方）
　①世帯員全員の所得が一定以上の場合（合計所得600万円以上）　126万円
　②①・③以外の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67万円
　③世帯員全員が市民税非課税　　　　　　　　　　　　　　　　　34万円
●申請手続きについての留意点
　　「他の市町村から転居された方」「他の医療保険から国保に移られた方」は
　転居前の市町村や以前加入の医療保険窓口での手続きが必要です。
◆国保に関する問い合わせ先　市民課（国保担当☎24－6245）
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三浦　善治さん
（西梵天・84歳）

江幡　幸吉さん
（水林・90歳）

打矢　一雄さん
（後町・72歳）

大竹トメヱさん
（船岡・73歳）

佐々木勝一さん
（石脇・84歳）

村上ユリミさん
（二番堰・89歳）

今野　勝利さん
（中梵天・72歳）

松永　良二さん
（西梵天・74歳）

藤丸　チヨさん
（石脇・93歳）

小川ハルミさん
（土谷・90歳）

渡部　ハナさん
（川口・89歳）

佐々木ハツ子さん
（雪車町・97歳）

小松忠正さん（旧東由利町功労者・東由利老
方）３月25日永眠されました。教員として34
年間在職され、退職後は旧東由利町公民館長、
教育委員会委員を務められました。教員とし
ての経験を活かして、学校教育と生涯教育の
充実発展にご尽力いただきました。平成11年
旧東由利町教育功労者顕彰。87歳。

■市社会人サッカーリーグ参加説明会

▽とき…４月22日㈭　午後７時～

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム

▽お問い合わせ…市サッカー協会
　佐藤剛さん（☎090－2277－5416）
■「陶芸」初心者無料体験教室

▽とき…４月24日㈯　午前10時～正午

▽ところ…アトリエ遊（岩城勝手）

▽材料費…1,500円（土、釉薬、焼成代）
　※一輪差しを作ります

▽申し込み・お問い合わせ…加賀さん
　（☎73－2919）
■本荘・由利ふれあいこんさあと
　障害者と市民が音楽を通して交流を
深める会を開催します。

▽とき…４月25日㈰　午前11時～午後
　３時

▽ところ…西目公民館シーガル

▽内容…お食事・茶話会／歌声喫茶な
　ど　※ワンコイン（500円）の募金を
　お願いします

▽お問い合わせ…ボランティアサーク
　ル「ビーンズ会」高橋さん（☎62－
　6078）、阿部さん（☎23－1976）

■一緒に遊ぼう!　「遊びの庭」

▽とき…４月23日㈮　午前９時30分～
　11時30分（※以後、毎週金曜日に開
　催します）

▽対象…０歳からの未就園児とその保
　護者

▽ところ・お問い合わせ…本荘幼稚園
　（☎22－3116）
■子育てするおかあさんの集い
　「おむすび」へ遊びにきませんか

▽とき…４月26日㈪　午前９時30分～
　11時30分 

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム 

▽参加費…100円（お茶、菓子代） 

▽お問い合わせ…鈴木さん（☎090－
　7333－4910）
■ピアノなかよしクラブ前期会員募集

▽とき…日曜日の午後１時30分～（月
　に２回開催）

▽ところ…伊藤宅（石脇字田尻野）

▽対象・内容…年少児～高校生を対象
　にピアノ技術の習得と仲間づくり

▽申し込み・お問い合わせ…伊藤さん
　（☎23－1768）

■ママたちの育児サークル「親子リズム」

▽とき…毎週木曜日　午前10時～11時
　30分

▽ところ…東梵天コミュニティーセンター

▽対象…０歳からの未就園児とその保
　護者

▽内容…リズム体操、手遊び、絵本の
　読み聞かせ、ママたちの交流

▽持ち物…タオル、飲み物、お皿

▽会費…月1,000円（体験は無料）

▽お問い合わせ…木内さん（☎090－
　8250－5494）

人　口

男

女

世帯数

（－265）

（－125）

（－140）

（－　22）

３月末日現在・住民基本台帳

（　）は前月比

86,720　人　

41,498　人　

45,222　人　

30,104世帯

　ゆう ま

　はる き

　ここ の

　はる と

　 こ はる

　はる と

　ゆう が

　　 わたる

　はるひさ

　はる や

ゆ  り  な

　　 なぎさ

　ここ み

　かな た

髙橋　悠真ちゃん（　誠　さん）薬師堂

髙橋　陽希ちゃん（和彦さん）八幡下

有明　心暖ちゃん（洋昌さん）薬師堂

須田　大翔ちゃん（裕樹さん）本田仲町

富樫　心春ちゃん（　敦　さん）船ヶ台

今野　遥斗ちゃん（吉臣さん）二番堰

菅原　悠雅ちゃん（正則さん）石脇

黒木　　弥ちゃん（　健　さん）円正脇

柴田　陽久ちゃん（久司さん）水林

櫻田　春弥ちゃん（　武　さん）大鍬町

阿部由利奈ちゃん（誠也さん）石脇

佐々木　渚ちゃん（雅孝さん）東梵天

小沼　心美ちゃん（　勝　さん）大浦

髙橋　奏太ちゃん（　誠　さん）矢島町矢島町

　 み はる

　 く　う

 しょうま

　ふう た

　 り ひと

　 え　ま

　みつ き

　さく ら

　あや ね

　きっぺい

 しょうた

　かん な

　せい ご

渡邊　美陽ちゃん（幸弘さん）岩城内道川

佐藤　來羽ちゃん（　信　さん）東鮎川

伊藤　翔真ちゃん（和喜さん）岩谷町

　地　楓汰ちゃん（辰紀さん）羽広

伊藤　理人ちゃん（勇樹さん）及位

堀川　恵麻ちゃん（千穂美さん）葛岡

佐藤　充希ちゃん（智樹さん）新沢

大庭　采桜ちゃん（忠利さん）東由利宿

真藤子彩響ちゃん（博樹さん）東由利宿

遠藤　吉平ちゃん（吉保さん）東由利法内

阿部　匠汰ちゃん（善和さん）東由利蔵

今野　柑那ちゃん（　圭　さん）西目町沼田

沼澤　成吾ちゃん（　優　さん）西目町沼田

い
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■「手作りマーケットｉｎ廃校全国
　サミット」を開催（入場無料）

▽とき…４月24日㈯・25日㈰
　両日とも午前10時～午後４時

▽ところ…旧鮎川小学校

▽お問い合わせ…事務局（こぱん内☎44－
　8285、http://bon-copains.com/market/）
■ダンスパーティー開催します

▽とき…４月29日（木・祝）午後１時
　30分～４時

▽ところ…アクアパル

▽会費…1,500円（前売り100円引き）

▽お問い合わせ・電話予約…竹内さん
　（☎090－3363－9263）
■裂き織りのテーブルセンターを作ろう
　（卓上機初心者、人数に限りあり）

▽とき…５月７日㈮　午前10時～午後
　３時30分

▽ところ…大内公民館（大内総合支所隣）

▽材料費…1,000円

▽用意する物…自宅にある布、古布
　（ウール以外）、はさみ、メジャー

▽申し込み・お問い合わせ…藤井さん
　（☎090－8424－7962）

■矢島高校拓道同窓会総会のご案内

▽とき…４月24日㈯　午後１時30分

▽ところ…矢島歴史交流館

▽会費…3,000円（当日受け付けで）

▽申し込み・お問い合わせ…４月20日
　㈫まで、事務局・三浦（☎55－2886）
■バスケットボール初心者審判講習会

▽とき…５月１日㈯　午前９時

▽ところ…仁賀保高校体育館

▽持ち物…筆記用具、笛（運動できる
　服装でご参加ください）

▽申し込み・お問い合わせ…市バス
　ケットボール協会事務局　斉藤さん
　（☎090－4550－8245）
■ライブＩＮ阿弥陀～みどりの風コン
　サート（母の日音楽会）～

▽とき…４月25日㈰　午後１時30分開演

▽ところ…廣誓寺本堂（日役町）

▽内容…ソプラノ独唱：板矢聡子（わ
　が母の教えたまいし歌、ほか）、ピアノ
　：長谷川正子、語り部：斉藤みどり

▽入場料…500円（電話予約可）

▽お問い合わせ…亀崎さん（☎22－
　3246、　 kame.e@blue.plala.or.jp）

■佐藤ハナコ 小さな押し花絵展

▽とき…５月１日㈯～９日㈰

▽ところ…アクアパル２階スカイギャ
　ラリー

▽お問い合わせ…ラウンジキリン
（☎22－8884）

■「水林アスリート」会員を大募集！

▽対象…小学４年生～中学３年生

▽練習日…毎週土曜日　午前９時30分
　～11時30分

▽練習場所…水林競技場

▽参加料…スポーツ傷害保険、競技場
　年間利用料などの負担あり

▽お問い合わせ…由利小学校　高野先
　生（☎32－8171）
■コアラちゃん教室に遊びにおいで

▽とき・内容…毎月第３水曜日　午前
　10時～11時30分

▽ところ…本荘カトリック幼稚園

▽対象…０歳からの未就園児とその保
　護者

▽持ち物…内ズック、帽子、着替え

▽お問い合わせ…本荘カトリック幼稚
　園（☎22－2068）

小川弥市郎さん
（親川・83歳）

酒田スヱノさん
（石脇・82歳）

髙橋　茂正さん
（石脇・79歳）

加藤キチヨさん
（石脇・82歳）

齋藤　トメさん
（砂子下・76歳）

金森　ふよさん
（石脇・87歳）

伊藤　清治さん
（石脇・71歳）

大城　昌基さん
（大鍬町・73歳）

根元　ケイさん
（石脇・84歳）

佐々木トキヱさん
（松ヶ崎・86歳）

佐藤ポーンペンさん
（薬師堂・44歳）

髙橋　太市さん
（矢島町元町・89歳）

佐藤ミツヱさん
（矢島町荒沢・92歳）

佐藤　雄藏さん
（矢島町七日町・82歳）
三浦タカノさん
（矢島町立石・92歳）

佐藤　忠雄さん
（矢島町立石・83歳）

松田　キミさん
（矢島町川辺・89歳）

三浦　寅夫さん
（岩城内道川・79歳）

進藤　要司さん
（岩城下黒川・85歳）

小野　憲一さん
（岩城勝手・82歳）

佐藤　忠三さん
（蟹沢・80歳）

三浦　ツキさん
（大水口・82歳）

加藤　逸子さん
（黒沢・78歳）

三浦　ミエさん
（森子・81歳）

佐藤　善一さん
（東鮎川・73歳）

佐々木德之助さん
（前郷・100歳）

三浦　克子さん
（大谷・48歳）

加藤　ナオさん
（岩谷町・87歳）

佐々木德藏さん
（羽広・90歳）

岡見　デンさん
（岩谷麓・93歳）

東海林靖浩さん
（葛岡・25歳）

藤原　則夫さん
（葛岡・62歳）

小嶋　幸二さん
（北福田・54歳）

小松オミサさん
（小栗山・90歳）

齊藤　孝治さん
（中館・79歳）

髙橋　重光さん
（東由利舘合・54歳）

小松　稔穗さん
（東由利老方・79歳）

工藤ミネヨさん
（東由利蔵・98歳）

今野　四郎さん
（東由利舘合・80歳）

髙橋スヱノさん
（西目町沼田・97歳）

木村　　勇さん
（西目町出戸・68歳）

佐藤　隆司さん
（西目町海士剥・71歳）
佐々木茂夫さん
（西目町海士剥・69歳）
鈴木サツ子さん
（鳥海町上川内・77歳）
佐藤　　茂さん
（鳥海町上川内・80歳）
高橋　　新さん
（鳥海町伏見・80歳）

村上マサミさん
（鳥海町上川内・92歳）
小沼勝太郎さん
（鳥海町伏見・86歳）


